
市立小学校教頭の処分について 

 

加古川市教育委員会 

 

１ 概要 

  市立小学校教頭が、酒気帯び運転及び加害物損事故を起こしたことにより、令和８年

８月 12 日付で、兵庫県教育委員会から懲戒処分を受けた。 

 

２ 事故の概要 

教職員 事故の概要 

市立小学校 

教頭 

（54歳） 

 令和８年６月 29日通勤途上において、道幅が狭い緩やかな

カーブを走行中、誤って道路右側の電柱と電柱の前方に駐車さ

れていた無人の車に衝突した。駆け付けた警察官に事情説明し

ていた際に、アルコール臭がしたためアルコール検査が行われ

たところ、基準値を上回る結果が出たことにより、酒気帯び運

転で逮捕された。 

 

３ 処分の内容   免職 

 

４ 教育委員会の動き 

  ・学校長より事故の報告を受け、事故に至るまでの経緯等を報告書にまとめ提出する

よう指導を行った。 

  ・6月 30日に臨時校長会を開催し、飲酒運転・酒気帯び運転の危険性及び違法性につ

いて注意喚起を行うとともに、通知を発出した。 

  ・8月 12日に各学校へ再度通知を行い、非違行為の根絶と綱紀粛正の徹底について、

全ての学校で全教職員に指導を行うよう通知した。 

 

５ 各校での再発防止策 

  ・校内研修の実施（非違行為防止の徹底及び交通安全研修） 

  ・教職員の処分について（兵庫県教育委員会研修資料） 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月２０日 

福祉教育常任委員会資料 

教育指導部学校教育課 


